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平成２３年１２月７日 

 

平成２３年度中間期の自動車部品工業の経営動向 

 
一般社団法人 日本自動車部品工業会 

 
一般社団法人 日本自動車部品工業会は、平成２３年１０月１日現在での正会員企業４０７社の

うち、上場企業で自動車部品の売上高比率が５０％以上、かつ前年同期比較が可能な自動車部品 

専門企業８３社の平成２３年度中間期の経営動向を各社の連結決算短信（※連結決算を行っていない 

企業は単独決算短信）により集計・分析した。 

  
＜自動車メーカーの状況＞ 

 平成２３年度は、３月１１日の東日本大震災による被災、サプライチェーンの寸断に伴う生産休

止・大幅な減産で始まった。その後の懸命の復旧・支援により、６月以降ようやく生産も回復の兆

しを見せてきた。 
一方で東京・東北電力管内を中心に夏期の電力需給状況が逼迫し、自動車業界を挙げて休日のシ

フト等を行って節電と生産の両立を図ることとなった。 
いずれにしろ、リーマンショック以降立ち直りつつあった生産への震災の影響は非常に大きいも

のとなった。 

 
このような中で、日本自動車工業会の発表では、国内生産としては４輪車が３９０万２千台、前

年同期比１８．５％減少となり、上半期としては２年ぶりのマイナスとなった。車種別にみても、

乗用車、トラック、バスともに前年同期比でマイナス（乗用車-19.6％、トラック-12.1％、バス-7.7％）

の結果であった。一方２輪車については３１万５千台、前年同期比１．０％増となり、２年連続で

前年同期比プラスとなった。 
 しかしながら、１０月のタイでの洪水による被害が下期以降のグローバル生産に影響を及ぼすこ

と、円の高止まりによる輸出への影響等もあり、下期以降の情勢に関しては厳しいものになると予

測される。 
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＜部品メーカーの状況＞ 

 以上のような情勢を受け、上記自動車部品メーカー８３社の平成２３年度中間期の業績は、売

上・利益ともに前年同期から大幅に減少し、以下の通りとなった。 

 ２２年度(中間期) ２３年度(中間期) 前年同期差 前年同期比 

売 上 高 ９兆５７４３億円 ８兆６６２９億円 －９１１４億円 －９．５％ 

営 業 利 益 ６５６８億円 ２９９２億円 －３５７５億円 －５４．４％ 

売上高営業利益率 ６．９％ ３．５％ －３．４％ － 

経 常 利 益 ６４２３億円 ２９９４億円 －３４２９億円 －５３．４％ 

売上高経常利益率 ６．７％ ３．５％ －３．３％ － 

当 期 利 益 ３７８５億円 １５３３億円 －２２５２億円 －５９．５％ 

売上高当期利益率 ４．０％ １．８％ －２．２％ － 

 
 売上高は、平成２２年度上半期が、エコカー減税や補助金等の効果もあり国内生産が増加したこ

と、また輸出・海外生産についても新興国を中心に増加傾向であったことに対し、今年度は東日本

大震災の影響により特に上期前半での生産の落ち込みが影響し前年同期比で９．５％の減収となっ

た。 

  
利益に関しては、生産数・売上が大幅に減少したうえに、一方で下期以降の生産回復～増産に備

えるために売上原価、販管費が大きく削減出来なかったこと。また特に震災後の様々な復旧対応や

代替手配、電力不足への対応等で販管費総額でも前年同期と比較してほぼ同等となり、結果として

売上原価と販売費・一般管理費の売上高に占める割合が相対的に大幅に上昇した。全体での集計値

では黒字となったものの、前年同期から大きく落ち込む結果となった。 

 
設備投資の動向を見ると、前年同期での△１５．６％から増加に転じ＋３４．９％となった。一

方でリーマンショック以降の各社の投資抑制の効果が残り、減価償却費に関しては△６．２％の減

少となった。 
借入金依存度に関しては、昨年度末の１７．６％に対して０．６ポイント上昇し１８．２％とな

った。同様の傾向はリーマンショック直後にも見られるが、今回はその時の５．３ポイントの上昇

との比較では緩やかな増加となっている。 

 
 平成２３年度通期の各社の業績見通しに関しては、上期での落ち込みを下期以降で挽回する計画

とはなっているが、年度全体では２２年度に対して減収・減益の予測となっている。 
これは主に上期の生産減が余りにも大きく、下期で全て挽回できる範囲のものではなかったこと、

欧州の財政危機や新興国の伸びの鈍化もあり下期の需要そのものも劇的な改善は望めないこと、円

高により完成車輸出が減少する懸念があること等が考えられる。 
なお、１０月に発生したタイの洪水被害の状況については、業績への影響が精査できないとした

会社も多く、業績見通しについても今後大きく変動する可能性が考えられる。 
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平成２３年１２月７日 

 

自動車部品工業の経営動向【数値情報】 
－主要上場企業８３社の平成２３年度中間期の連結決算状況－ 

 

１． 対象企業 

平成２３年４月から平成２４年３月までに決算期のある正会員上場企業で、売上高に占める自動車部品

比率が５０％以上の企業８３社を対象とした。 

     

 

２． 経営分析の方法 

各社の連結決算短信（連結決算を行っていない企業は単独決算短信）による。 

 

３． 決算状況 

 

（１） 全体集計結果 

 ２２年度(中間期) ２３年度(中間期) 前年同期差 前年同期比 

売 上 高 ９兆５７４３億円 ８兆６６２９億円 －９１１４億円 －９．５％ 

営 業 利 益 ６５６８億円 ２９９２億円 －３５７５億円 －５４．４％ 

売上高営業利益率 ６．９％ ３．５％ －３．４％ － 

経 常 利 益 ６４２３億円 ２９９４億円 －３４２９億円 －５３．４％ 

売上高経常利益率 ６．７％ ３．５％ －３．３％ － 

当 期 利 益 ３７８５億円 １５３３億円 －２２５２億円 －５９．５％ 

売上高当期利益率 ４．０％ １．８％ －２．２％ － 

 

 ２３年度(中間期) 

 増加 減少 合計 

売 上 高 ２２社  ６１社 ８３社 

営 業 利 益  ９社(0) ７４社(7) ８３社(7) 

経 常 利 益 １１社(0) ７２社(8) ８３社(8) 

当 期 利 益 １８社(1) ６５社(13) ８３社(14)

※赤字幅が縮小した場合は「増加」、赤字幅が拡大した場合は「減少」に含める 

※（  ）内は赤字計上会社数 
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① 売上高と営業利益の動向 

  営業利益 

増益 減益 計 

 

売上高 

増収 ７社 

(8.4%) 

１５社 

(18.1%) 

２２社 

(26.5%) 

減収 ２社 

(2.4%) 

５９社 

(71.1%) 

６１社 

(73.5%) 

計 ９社 

(10.8%) 

７４社 

(89.2%) 

８３社 

(100.0%) 

（  ）は構成比       

② 売上高と経常利益の動向 

  経常利益 

増益 減益 計 

 

売上高 

増収 １０社 

(12.0%) 

１２社 

(14.5%) 

２２社 

(26.5%) 

減収 １社 

(1.2%) 

６０社 

(72.3%) 

６１社 

(73.5%) 

計 １１社 

(32.2%) 

７２社 

(86.8%) 

８３社 

(100.0%) 

（  ）は構成比       

③ 売上高と当期利益の動向 

   当期利益 

増益 減益 計 

 

売上高 

増収 １１社 

(32.3%) 

１１社 

(32.2%) 

２２社 

(26.5%) 

減収 ７社 

(8.4%) 

５４社 

(65.1%) 

６１社 

(73.5%) 

計 １８社 

(21.7%) 

６５社 

(78.3%) 

８３社 

(100.0%) 

（  ）は構成比       
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（２） 収益構造 

 ２２年度(中間期) ２３年度(中間期) 

科目 金額(億円) 構成比 金額(億円) 前年同期差 前年同期比 構成比 構成変化

売上高 95,743 100.0% 86,629 -9,114 -9.5% 100.0% 0.0%

売上原価 80,549 84.1% 75,041 -5,508 -6.8% 86.6% +2.5%

販売費及び一般管理費 8,624 9.0% 8,595 -29 -0.3% 9.9% +0.9%

営業利益 6,568 6.9% 2,992 -3,575 -54.4% 3.5% -3.4%

営業外収益 834 0.9% 855 +21 +2.5% 1.0% +0.1%

営業外費用 979 1.0% 853 -125 -12.8% 1.0% 0.0%

経常利益 6,423 6.7% 2,994 -3,429 -53.4% 3.5% -3.3%

特別利益 165 0.2% 169 +4 +2.6% 0.2% 0.0%

特別損失 509 0.5% 334 -176 -34.5% 0.4% -0.1%

税金等調整前当期利益 6,079 6.3% 2,830 -3,249 -53.4% 3.3% -3.1%

当期利益 3,785 4.0% 1,533 -2,252 -59.5% 1.8% -2.2%

 

（３） 【参考情報】所在地別の売上高、利益の状況 

所在地 売上高(億円) (注 1) 前年度比 営業利益(億円) 前年度比 利益率 

日本 ３２，５３０ －１１．４％ ４９６ －７２．８％ １．５％

海外 

北中南米 ９，１８１ －２０．４％ －９４ － －１．０％

欧州 ３，８６６ ＋７．０％ ７１ －９．１％ １．８％

アジア １１，２７２ －４．３％ １，０２４ －３３．８％ ９．１％

分類不可等 ８４９ －１０．３％ ５９ －４３．８％ ６．９％

（消去）  （－６，７００） － （－３０） － － 

合計  ５０，９９８ －１１．５％ １，５２６ －６０．９ ３．０％

↑ 

売上額としては今回の集計全体の５８．９％をカバー 

 

（注1） 地域別業績については、セグメント情報で所在地別の売上・利益を発表した５４社での傾

向値として掲載。 
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（４）【参考情報】設備投資の動向 

（設備投資と関係の深い有形固定資産取得のための支出額、減価償却費を集計） 

     ※決算短信でキャッシュフローを記載している５７社での数値 

① 有形固定資産（一部無形固定資産を含む）取得のための支出額 

 ２２年度(中間期) ２３年度(中間期) 前年同期比 

有形固定資産取得のた

めの支出額(億円) 
２，２５８ ３，０４６ ＋３４．９％

② 減価償却費 

 ２２年度(中間期) ２３年度(中間期) 前年同期比 

減価償却費(億円) ３，０３９ ２，８５０ －６．２％

 

（５）借入金依存率の動向 ※Ｈ２２年度末時点との比較 

 ２２年度末 ２３年度(中間期) 前年度末比 

借入金依存率（％） １７．６％ １８．２％ ＋０．６％

 

 

４．平成２３年度通期の業績見通し 

 （１）全体の業績見通し（対前年度） 

 ２２年度 ２３年度見通し 前年度差 前年度比 

売 上 高 １８兆９８０１億円 １８兆５５９５億円 －４２０６億円 －２．２％

営 業 利 益 １兆１５３８億円 ９０２０億円 －２５１８億円 －２１．８％

売上高営業利益率 ６．１％ ４．９％ －１．２％ －

経 常 利 益 １兆１５６３億円 ９１４０億円 －２４２３億円 －２１．０％

売上高経常利益率 ６．１％ ４．９％ －１．２％ －

当 期 利 益 ６５５２億円 ５２６７億円 －１２８５億円 －１９．６％

売上高当期利益率 ３．５％ ２．８％ －０．７％ －

 

 ５．全体の業績動向見通し 

 ２２年度実績 ２３年度見通し 

 増加 減少 合計 増加 減少 合計 

売 上 高 ７９社 ４社 ８３社 ３４社 ４６社 ８０社 

営 業 利 益 ８１社(0) ２社(1) ８３社(1) １７社(0) ６３社(1) ８０社(1) 

経 常 利 益 ７８社(0) ５社(0) ８３社(0) １８社(0) ６２社(1) ８０社(1) 

当 期 利 益 ７４社(0) ９社(2) ８３社(2) ２５社(1) ５５社(2) ８０社(3) 

 ※２３年度の見通しについては、未公表３社を除く動向 

 ※赤字幅が減少する場合は「増加」、赤字幅が拡大する場合は「減少」に含める。 

 ※（  ）内は赤字［２３年度は赤字予測］会社数 

 

以上 
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主要原材料価格の動向

一般社団法人　日本自動車部品工業会

１．熱延薄板 ２．冷延薄板

３．鉄屑（特級Ｈ２） ４．ステンレス

平成23年12月7日
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千円／トン 熱延薄板(東京地区） 価格の推移

※高値のデータを使用。

千円／トン

冷延ステンレス鋼板(東京地区） 価格の推移

※中心値のデータを使用。
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冷延薄板(東京地区） 価格の推移



５．アルミニウム ６．銅

７．鉛 ８．ナフサ

※日刊鉄鋼新聞「過去の市中相場」（熱延薄板、冷延薄版、鉄屑、ステンレス、アルミニウム、銅、鉛）、 ｢財務省貿易統計｣（ナフサ）より、部工会 作成
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